
推進委員中心に話し合いを重ね目標地図の素案作成を進める（愛知県豊田市農業委員会）
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＜ポイント＞
〇地区内の集落ごとに守るべき農地を
ゾーニング、４回の会合で素案がほぼ
完成

〇集落の全農地を借り受ける営農組合
の存在がカギに
→段階的に農地の利用集積を進めるた
め、耕作希望者には特定農作業受託で
貸し付けており、日頃から農地につい
て話し合っていた




